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県立境高等学校【総合的な探究の時間計画】（令和８年度） 

 

 

学校の教育目標 

本校伝統の文武不岐の教育方針の下、豊かな人間性を培い、深い知性と逞しい心身を養うとともに、自主

自立を涵養し、グローカル人材〔地球規模で考え、地域に貢献できる人材〕を育成する。 

（１）「生きる力」を身につけ、生涯にわたって学び続けるための基礎基本を身に付けさせる。 

（２）進路指導を充実し未来を切り拓く力を育成しながら、幅広い希望進路を実現させる。 

（３）規律を遵守する精神と望ましい生活習慣を確立させる。 

（４）保護者・同窓会・地域と連携して生徒の健全育成に努める。 

（５）グローカル人材の素地となるスキルと感性を培う。 

 

 

総合的な探究の時間の評価 

目標と育成する資質・能力 学習評価 配慮を必要とする生徒への支援方法 

（１）国際的な視点による地域や社会の課

題に関わる探究の過程において、課題

の解決に必要な知識及び技能を身に付

けるとともに、地域や社会の課題が自

らの進路選択に深く関わっていること

に気付き、それら課題の解決を探究す

ることによって主体的な進路選択がで

きることを理解する。 

 

（２）国際的な視点による地域や社会と自

分自身との関わりから、進路実現のた

めの問いを見いだし、その解決に向け

て情報を分析したり、論理的にまとめ

たり、表現したりする力を身に付ける。 

 

（３）国際的な視点による地域や社会につ

いての探究活動に主体的・協働的に取

り組むとともに、互いのよさを生かし

ながら、生涯にわたって学び続け、地域

社会に貢献しようとする態度を育て

る。 

 

・論文・報告書、レポート、 

ノート、作品などの制作 

物、それらを計画的に集積 

したポートフォリオによ 

り評価する。 

 

・プレゼンテーションや 

ポスター発表、総合芸術な 

どの表現を評価の対象と 

する。 

 

・学習や活動の状況など

の観察記録により評価す

る。 

 

・振り返りシートや学習

記録などによる生徒の自

己評価や相互評価による

評価も行う。 

 

・個に応じた教育課程を策定す 

る。 

 

・家庭・医療機関との連携を密に 

する。 

 

・ケース会議を定期的に開催す 

る。 
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各学年における主な取組内容  

「総合的な探究の時間」を課題研究等で代替している場合の科目名（              ） 

学年 主たる探究課題及び学習活動 外部との連携 育成を目指す生徒像 

 

１年 

 

〇連続した２カ年を一つのまとまりとして探究活動 

を行う。生徒が自分で設定した研究主題についてア

カデミックにアプローチしていく過程を体験する。 

 

１）研究課題 

（問題設定、問題の所在） 具体的に、何を、どこま 

で、どのように明らかにするのか、を設定する。 

 

２）研究・着想の背景  

１のような課題に応えることに、どのような意義が 

あるのか、なぜそのような課題設定が妥当であるの 

か、を記す。  

 

３）研究方法 

  この研究において採用・依拠するフレームワークや

概念、応用・援用する概念や理論モデルについて言

及する。調査や研究方法として、まず実証研究か理

論研究かに大別することができる。 

実証研究であれば、調査方法としては事例研究、統

計調査、社会的実験、実験室実験などが考えられる。

社会科学分野における理論研究の場合は、およそレ

ビュー研究となる。 

 

４）考察  

１・２で設定した主題について、３の方法によって

分析や検討を行っていく。 

 

５）結論・結果（研究の落としどころ）  

上記課題について、上記方法で研究を遂行したこと

によって得られた結果とその解釈（この研究の新た

な価値、残された課題）について記す。  

 

６）研究発表  

口頭またはプレゼンテーションソフトの活用など

により、研究成果の発表および交流を行う。 

・大学教員による 

模擬講義。 

 

・境町役場や地域 

の小中学校などと 

の連携。 

 

・地域のイベント 

やボランティア、

小中学校の学習支

援などへの生徒派

遣をコーディネイ

トし、実践的な探

究活動の機会を設

ける。 

 

（１）探究の過程におい

て、自己の興味・関心や

適性の発見に必要な知

識及び技能を身に付け、

自己の興味・関心や適性

を理解することが、高校

生活や進路の目標を設

定する 上で大切である

ことに気付くことがで

きる生徒。  

 

（２）集団と自己との関わ

りから自己発見に関わ

る問いを見いだし、自分

で課題を立て、 情報を

集め、整理・分析して、

まとめ・表現することが

できる生徒。  

 

（３）探究活動に主体的・

協働的に取り組むとと

もに、互いのよさを認め

合いながら、良好な人間

関係作りを実現しよう

とする生徒。 

 

２年 

（１）課題の解決に必要な

知識及び技能を身に付

けるとともに、地域や社

会の課題の解決を自ら

の興味・関心や適性と結

びつけて捉えることで

主体的な進路選択がで

きる生徒。 

 

（２）地域や社会の課題と

自分自身の興味・関心や

適性との関わりから、進

路選択のための問いを

見いだし、その解決に向

けて情報を分析したり、

論理的にまとめたり、表

現できる生徒。 

 

（３）国際的な視点による

地域や社会についての

探究活動に主体的・協働

的に取り組むとともに、

主体的に進路を選択し

ようとする生徒。 



様式１ 

 

３年 

 

〇探究課題「社会を見つめ、自身の志望理由を明確に

し、その分野における疑問から課題解決するための

取組み」 

 

・分野別に用意された動画を各自で視聴し、探究課題

の設定の準備をする。 

 

・集めた情報を活用し、活動計画案をまとめる。 

（方向性の確認、担任のアドバイスで修正） 

 

・各進路における試験内容の理解を深め、自身の課題

を設定する。 

 

・まとめ、発表用スライドの作成、配布資料の作成。 

 

・プレゼンテーション及びディスカッション。 

・外部講師による 

進路講演会を開催 

する。 

 

 

 

（１）地域や社会の課題解

決に関わる探求の過

程において、解決策や

解決方法を実社会に

生かすために必要な

知識及び技能を身に

付けるとともに、これ

らの探究活動が自ら

の進路実現や地域貢

献に結びつけられる

生徒。 

 

（２）地域や社会と自分自

身との実践的な関わ

りから、進路実現や地

域貢献のための具体

的な問いを見いだし、

その解決に向けて情

報を分析したり、論理

的にまとめたり、表現

したりする力を身に

付いている生徒。 

 

（３）地域や社会の課題解

決についての探究活

動に主体的・協働的に

取り組むとともに、地

域や社会のよさを生

かしながら、生涯にわ

たって学び続け、地域

社会に貢献しようと

する生徒。 

 


